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村上・星野・桂：限界集落で暮らす後期高齢者を支える要因
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１. 問題と目的

我が国の高齢化率（総人口に占める 65 歳以上
人口の比率）は，平成 20 年には 22％を超え，平
成 24 年では 24.1%と推移を辿っている。日本に
おいては中山間地域や離島などにおける人口・戸
数の激減とともに，集落では社会的共同生活の維
持が困難な状態に直面していることが，社会問題
として取り上げられている。近年，超高齢社会を
迎えた背景のなかで「限界集落」が注目されてい
る。65 歳以上人口が自治体総人口の過半数を占
める状態を限界自治体（大野， 1991）と名付け，
集落単位に細分化したものが現在の限界集落とし
て呼ばれるようになった。「限界集落における集
落機能の実態等に関する調査」（財団法人農村開
発企画委員会， 2006）によると，限界集落を「無
住化危惧集落」という概念で整理し，その数を全

国で 1,403 集落と推定している。過疎地域等にお
ける集落の状況に関するアンケート調査（国土交
通省，2006）においては，過疎地域を抱える全国
775 市町村に所属する 62,271 集落の状況を報告
している。対象集落のうち全体の 4.7％の集落が，
集落の機能維持困難となっており，4％の集落が
消滅されると予想された。さらに全体の 0.7％は

「十年以内に消滅」と予想されている。
限界集落では過疎・高齢化に伴って農林業が衰

退し，山や田畑が荒廃している。若者の転出によ
る人口減少に影響され，公共交通網や商店なども
少なくなり，生活するための社会的な基盤が保ち
にくい状況が見られている。従って，限界集落地
域に残された少数の高齢者だけでは，祭りや自治
会活動などの地域住民による活動の継続も困難に
なっている。

限界集落に住む高齢者支援に関する論点として，
存続集落の再編や活性に対する施策化に焦点を置
く方針（大野， 2005; 福与， 2007）と地域福祉や
ネットワークに重点を置く方針が示唆されている

（畑本， 2010; 武村， 2010; 渡辺， 2012）。また行政
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